
需一

ﾟ
一
＝
≡
≡
一
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
≡
三
；
≡
一
≡
≡
p
＝
一
二
三
＝
”
≡
＝
冒
一
≡
＝
＝
≡
≡
≡
＝
＝
≡
一
二
≡
一
一
＝
＝
三
三
：
…
≡
三
；

　
本
会
元
理
事
長
　
岸
俊
男
博
一
士
計

一
＝
＝
r
＝
＝
一
一
一
＝
囚
＝
一
一
一
二
”
＝
；
一
二
＝
「
＝
一
；
；
一
一
一
一
一
；
一
；
P
＝
＝
”
；
一
一
；
…
一
＝
一
一
一
＝
一
一
一
一
一
一
一
＝
一
一
一
一
糟
；
一
一
「
；
＝
＝
＝
；
一
一
一
一
一
；
＝
［
一
＝

肌
．

灘
轡

　
本
会
元
理
事
長
、
岸
俊
男
博
士
は
、
か
ね
て
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
昭
和
六

十
二
年
一
月
二
十
一
日
午
前
九
時
二
十
二
分
、
奈
良
県
橿
原
市
所
在
の
同
県

立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
て
膵
臓
癌
の
た
め
急
逝
さ
れ
た
。
享
年
六
十
六
歳
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
博
士
は
大
正
九
年
九
月
十
五
日
、
京
都
市
上
京
区
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、

ほ
ど
な
く
東
大
寺
に
隣
接
す
る
奈
良
市
押
上
町
の
地
に
移
転
、
奈
良
県
技
師

で
あ
っ
た
御
尊
父
岸
熊
吉
氏
の
感
化
も
あ
り
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
日
本
古
代

史
、
と
り
わ
け
そ
の
主
舞
台
と
な
っ
た
大
和
の
地
の
歴
史
と
古
文
化
に
深
く

親
し
み
つ
つ
成
長
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
第
三
高
等
学
校
を
経
て
京
都
帝
国
大

学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
、
学
業
へ
の
専
念
が
許
さ
れ
な
い
時
局
下
、
昭
和

十
九
年
九
月
を
も
っ
て
卒
業
さ
れ
、
海
軍
勤
務
を
経
て
昭
和
二
十
年
十
月
同

大
学
院
に
入
学
、
戦
後
改
め
て
本
格
的
な
学
究
生
活
に
入
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　
翌
昭
和
二
十
一
年
九
月
に
は
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
、

以
後
新
制
大
学
へ
の
移
行
を
経
て
、
同
二
十
六
年
十
月
奈
良
女
子
大
学
文
学

部
講
師
に
転
出
、
同
助
教
授
を
経
て
昭
和
三
十
年
四
月
に
京
都
大
学
助
教
授

（
分
校
）
に
転
任
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
三
年
三
月
に
は
文
学
部
に
移

ら
れ
、
同
四
十
四
年
十
月
教
授
に
昇
任
、
国
史
学
第
一
講
座
を
担
当
さ
れ
た
。

博
士
は
ま
た
御
研
究
や
学
生
に
対
す
る
教
育
指
導
の
か
た
わ
ら
、
京
都
大
学

評
議
員
、
文
学
部
附
属
博
物
館
の
主
事
等
を
併
任
さ
れ
、
さ
ら
に
は
国
の
文

化
財
保
護
審
議
会
専
門
委
員
、
歴
史
的
風
土
審
議
会
委
員
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
運
営
協
議
員
、
同
評
議
員
を
務
め
る
な
ど
、
広
く
文
化
財
保
護
の
面

に
お
い
て
も
活
躍
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
木
簡
学
会
会
長
を
始
め
、
諸
学
会
の

役
職
も
歴
任
さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
本
会
へ
の
功
績
は
大
き
く
、
昭
和
三
十

四
年
四
月
以
降
永
く
評
議
員
・
理
事
を
務
め
ら
れ
、
特
に
同
五
十
七
年
六
月

よ
り
五
十
九
年
五
月
ま
で
は
理
事
長
と
し
て
、
会
の
運
営
と
本
誌
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
博
士
は
、
日
本
古
代
史
学
の
分
野
に
お
い
て
、
戦
後
一
貫
し
て
学
界
に
お

け
る
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
そ
の
研
究
の
特
色
は
徹
底
し

た
資
料
の
収
集
・
分
析
と
そ
の
総
合
に
あ
り
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
清

新
に
し
て
自
由
な
発
想
と
精
細
・
緻
密
な
論
証
と
を
兼
ね
備
え
た
そ
の
学
風

は
、
全
く
余
入
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
初
期
の
成
果

を
ま
と
め
た
主
要
著
書
で
あ
る
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
　
『
日
本
古
代
籍
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帳
の
研
究
』
の
両
次
は
、
い
ず
れ
も
日
本
古
代
の
研
究
に
不
動
の
定
点
を
築

い
た
も
の
と
し
て
評
価
は
高
く
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
前
人
未
発
の
業
績
は
、

今
後
の
研
究
に
多
方
面
に
わ
た
る
豊
か
な
可
能
性
を
切
り
拓
く
も
の
と
し
て
、

研
究
者
必
読
の
書
と
な
っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
学
位
論
文
で
あ
る
前
書
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
考
の
う
ち
「
ワ
ニ

疵
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
「
紀
氏
に
関
す
る
一
試
考
」
で
は
、
古
代
豪
族

の
個
別
研
究
を
通
じ
て
、
不
明
な
点
の
多
い
七
世
紀
以
前
の
大
和
国
家
の
歴

吏
に
新
た
な
視
点
か
ら
す
る
解
明
の
光
が
あ
て
ら
れ
た
。
特
に
後
者
に
お
い

て
検
証
さ
れ
た
外
征
軍
（
水
軍
）
の
問
題
は
、
同
じ
く
「
防
人
考
」
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
国
造
軍
の
存
在
と
と
も
に
、
古
代
軍
制
の
重
要
問
題
を

提
起
し
た
も
の
と
し
て
意
義
深
い
。
ま
た
「
元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
」
「
光

明
立
后
の
史
的
意
義
」
「
越
前
国
東
大
寺
領
庄
園
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向
」
そ

の
他
の
諸
論
考
は
、
従
来
と
も
す
れ
ば
主
観
的
憶
測
に
流
れ
が
ち
で
あ
っ
た

奈
良
朝
政
治
史
を
厳
密
な
実
証
的
基
礎
の
上
に
据
え
直
し
、
多
く
の
史
実
の

発
掘
を
通
じ
て
今
日
の
定
説
を
形
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
た
律

令
制
下
の
皇
権
の
所
在
、
古
代
の
皇
后
の
史
的
性
格
、
奈
良
朝
政
治
史
に
お

け
る
藤
原
仲
麻
呂
の
足
跡
な
ど
、
外
く
の
重
要
な
問
題
が
解
明
さ
れ
た
。
一

方
、
後
書
は
正
倉
院
文
書
中
の
戸
籍
や
計
帳
、
お
よ
び
班
田
図
な
ど
の
基
礎

的
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
古
代
の
戸
籍
制
度
や
村
落
制
度
、

さ
ら
に
は
土
地
制
度
や
口
分
田
耕
営
の
実
態
な
ど
、
律
令
国
家
の
公
民
支
配

の
具
体
相
お
よ
び
そ
の
沿
革
を
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
そ
の
学

風
の
特
色
は
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
厳
し
い
実
証
の
精
神
に
裏
打
さ
れ
た
独

創
的
な
着
眼
に
よ
り
、
今
日
こ
の
分
野
の
研
究
の
基
礎
を
な
す
重
要
な
事
実

の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
書
に
よ
っ
て
關
明
せ
ら
れ
た
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。

　
そ
の
後
博
士
は
、
日
本
古
代
史
学
の
新
史
料
と
し
て
の
木
簡
や
そ
の
他
の

出
土
文
字
資
料
、
さ
ら
に
は
古
代
宮
都
や
そ
れ
を
規
制
し
た
古
道
の
研
究
に

取
り
組
み
、
考
古
学
の
発
掘
成
果
や
歴
史
地
理
学
的
手
法
と
の
総
合
の
上
に
、

新
た
な
研
究
領
域
と
方
法
と
を
積
極
的
に
開
拓
し
、
今
日
ま
で
そ
の
分
野
に

お
け
る
第
一
人
者
と
し
て
、
国
内
ば
か
り
で
な
く
広
く
国
際
的
に
も
活
躍
し

て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
を
集
大
成
す
べ
く
、
多
忙
の
合
間
を
縫
っ
て
心
を

砕
い
て
お
ら
れ
た
矢
先
に
病
魔
に
襲
わ
れ
、
遂
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
こ

と
は
惜
し
み
て
も
余
り
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
博
士
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
退
官
に
あ
た
っ
て
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
称

号
を
授
与
さ
れ
、
同
時
に
愛
知
学
院
大
学
教
授
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所
所
長
に
迎
え
ら
れ
、
増
々
御
研
究
と
後
進
の
指
導
に
意
欲
を
燃
や
し
て

お
ら
れ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
早
過
ぎ
る
こ
の
た
び
の
御
逝
去
で
あ
っ
た
。
葬

儀
は
一
月
二
十
三
日
、
奈
良
市
に
あ
る
岸
家
ゆ
か
り
の
浄
教
寺
で
し
め
や
か

に
行
わ
れ
た
。
法
名
は
顯
浄
院
繹
誠
俊
。
喪
主
は
長
男
俊
和
氏
。
式
に
は
現

理
事
長
越
智
武
臣
博
士
を
は
じ
め
、
各
地
よ
り
多
く
の
知
人
・
門
下
生
ら
が

参
集
し
て
博
士
と
の
永
別
を
惜
し
ん
だ
。
　
　
　
　
　
（
鎌
田
元
一
記
）
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